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Abstract 
Purpose of the study: Since our college students are unskilled in playing the piano, more 
intensive musical classes are needed. The role of the piano teaching faculties are discussed. 
Methods: After practice teaching at kindergartens, we questionnaired the students on 
items such as, (1) what were their required musical tunes,(2) how to introduce to the musical 
tunes, (3) what were their self-evaluations on their performances, (4) what were their next 
targets. 
Results: Almost all students were requested to play the piano at kindergartens. But their 
skills proved to be lower level than those required at the kindergartens. 
Proposal: It is necessary to reinforce the piano teaching system through cooperations of 
“piano” and “expression” classes during two-years in the college. In addition, pre-college 
teaching of the piano should be considered. 
 
キーワード：幼稚園教育実習；音楽表現；ピアノ教育；異年齢集団；入学前教育 
Keyword：practice teaching at kindergartens; musical expression; piano teaching; group of mixed-age;  































































２年生 21 名 
実習期間：2018 年 10 月 15 日～2018 年 11 月 16 日 
実習先：東海３県内 18 か園 
 ・公立幼稚園  4 か園 
 ・私立幼稚園 14 か園 

























































































表１ 課題曲について 実習後のアンケートより 









・朝のうた 10 人 50% 
・おはよう ３人 15％ 
・おむねをはりましょう  ２人 10％ 




・おべんとう 15 人 75% 





・おかえりのうた 11 人 80% 
・さようならのうた  ４人 20％ 
・園独自の歌 ４人 20％ 
その他(表３の＊参照) 10 人 47.6% 














実習園 クラス        歳 
男の子     人 
女の子     人 
(１)課題曲     (２)年齢   (３)導入を 行った ・ 何もしなかった 
           行った…具体的に話した言葉など 
          →    歳児→  何もしなかった…理由 
  
































































































































































こぎつね(２) がんばりまんのうた(１) ＊ 
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できる ９・10 ０人 

































































































































































１） 原 友美 「保育内容―表現」－乳幼児期の歌唱教材 
－保育所での実践観察から見えてきた歌唱教材の条件
－ 瀬木学園紀要 2018 年 第 13 号 p30-31 





第 35 号 2011 年 p55-69 
3)-2 石塚将之 岡泉志のぶ 「幼稚園実習におけるピアノ
課題曲(生活の歌) 資料 ～栃木県歌の私立幼稚園を中




要 第 53 号 2017 年 p89-97 
５）原友美・清原みさ子・豊田和子・井深淳子『戦後保育の
実際』－昭和 30 年代はじめまでの名古屋市の幼稚園・
保育所－ 新読書社 2003 年 p85-86 
６）小泉裕子他「保育活動における『朝の会』の意義を検討




研究４ 1995 年 p39-49 
８）文部科学省 『幼稚園教育要領解説』 フレーベル館 
2018 年 
９） 文部科学省 『幼稚園教育要領解説』 フレーベル館 
2018 年の第１章総則第２の３ 
  「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」①健康な心と











あり方」 日本保育学会第 71 回大会発表要旨集 2018 
p1056 
曲田映世他「保育者養成校における実習指導方法の開発






「まつぼっくり」作詞広田孝夫 作曲小林つや江 1936 年 
「どんぐりころころ」作詞青木存義 作曲梁田貞 1921 年 
「山の音楽家」作詞水田詩仙 作曲ドイツ民謡 編曲服部克































「大きな栗の木の下で」作詞作曲 イギリス民謡 1939 年 
 「朝のうた」作詞増子とし 作曲本田鉄魔  
 「おはよう」作詞作曲不明 
 「おべんとう」作詞香山美子 作曲小森昭宏 1973 年 
 「おかえりのうた」作詞天野蝶 作曲二宮道子 
 「さようならのうた」作詞高すすむ 作曲渡辺茂 
「くじらの時計」作詞関和男 作曲渋谷毅 
「希望の歌」作詞シラー 作曲ベートーヴェン 











「まっかな秋」作詞薩摩忠 作曲小林秀雄 1963 年 
「こぎつね」作詞勝承夫 作曲不明 ドイツ曲 
